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次期静止 気象衛星 ひ まわ り8号観測デー タか ら算出される； プロ ダク トの 開発

＊鈴江 寛史 ・今井 崇人 ・毛 利 浩樹 （気象衛星セ ン ター）

1　 は じめ に

　気象庁の 次期静止気象衛星 「ひ まわ り 8 号 」 に よ

り、衛星 観測機能 が 飛躍的 に 強化され る 。 それ に伴

い 、衛星観測データを利用 したプ ロ ダ ク トの 高度化

も期待で きる。本 報告では、現在 、 気象衛星セ ン タ

ーで 開発中の 雲プ ロ ダク トに つ い て 紹介す る。

2 　雲 プ ロ ダク トの 開発

　気象衛星 セ ン タ
ー

で は、ひ まわ り 8 号の 観測デー

タを最大 限に活用 し、よ り高度 な物理 プ ロ ダク トを

算出す るため の 開発 を進め て い る。 以 下で は、様々

な物 理 プ ロ ダ ク トの 基 に な る 「基 本雲 プ ロ ダ ク ト」

と、それ を入 力デ
ー

タとして作成す る 「高分解能雲

情報 プ ロ ダク ト」 の 概要 を示す 。

（1）　 基本雲プ ロ ダク ト

　 これ ま で は 、気象衛星 セ ン タ
ー

で開発 して い る物

理 プ ロ ダク ト毎に、雲 の 有無等 の 雲 の 物理 量 を算出

し て い た た め、物理 プ ロ ダク ト間で 整合性が とれ て

い なか っ た。それ を解消す る た め に、算出す る雲 の

物理 量を共通化させ る こ とが、本プ ロ ダク ト開発の

目的の 1 つ で あ る 。 ア ル ゴ リズ ム は 、 欧州気象衛星

開発機構に お け る衛星 データ利用 の た め の 枠組み

（NWC−SAF）及び米 国海洋大気庁／米国環境衛 星デー

タ情報局 （NOAA／NESDIS）で 開発 された手法 を基に開

発 して い る 。

　出力要素は、雲の 有無 （図 1）、ダス トの 有無、雪

氷の 有無 雲の厚さ （半透明／不 透明と高度を組み 合

わ せ た 分類 ）、雲粒 の 相 （氷／水／それ らの 混合）、雲

頂高度 （loem単位）で あ る e 各要素の 算出は、衛星

の 観測値 と放射計算による推定値 を比較 し、統計的

な手法で 設 定され た閾値に よ り行 っ て い る。また 、

雲の 有無 の 判定に は、放射伝達過程の計算に含まれ

て い る誤差 を補 うた めに補正値 を設 定 し、精度向上

を図 っ てい る。空間分解能 は、赤外 バ ン ドで 1 ピ ク

セ ル （衛星直下 で 2km） で あ る。

　これ らの 計算結果は気象衛星 セ ン ターで 開発 して

い る雲量格子点情報や海面水温等 の 物理 プ ロ ダク ト

の 入力デー
タ と して 利用される。

（2 ）　 高分解能雲情報プ ロ ダク ト

　本プ ロ ダ ク トは 、「ひ まわ り 7 号」 の観測データ を

自動解析 し雲量 ・雲型 ・雲頂高度を 0．20 度 （緯度）

× 0．25 度 （経度）で算出する 「北西太平洋領域雲量

格子点情報」 の後継プ ロ ダ ク トで ある。

　出力要素は、雲 の 有無、ダス トの 有無、雪氷 の 有

無、雲型 （積雲 f積乱 雲等） （図 2）、雲頂高度、品質

情報で ある。雲型に 関して は、基本雲プ ロ ダク トの

出力要素で ある雲の厚さや雲粒の 相等を利用 して 、

甎た に ア ル ゴ リズ ム を開発 した。そ の 他 の 要素に関

しては、基本雲 プロ ダク トの 出力結果 を直接的に利

用す る。また、空問分解能は 、赤外バ ン ド 1 ピクセ

ル 相 当 の 0．02 度 （緯度） XO ．02 度 （経度） の 等緯

度経度格子 で 表 され る。こ の 高分解能化によ り、こ

れ まで は表現 で きなか っ た 小 さな積乱雲群や対流雲

列 を表現 で きる 可 能性 があ る。

　当面 は 1時間に 1回 の 作成・
提供を予 定し て い る。

　　　　　　　　　　　WtEtw
図 1 バ ン ド13 （10．4pm）画像 （左）と

　　　基本雲 プロ ダク ト（雲 の有無）の 表示例（右）

図 2　高分解能雲情報 （雲型〉 の 表示 例
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